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Sensory Questionnaire (GSQ）の日本語版を作成し、 ASD群と健康成
人群での感覚異常の比較調査を行うとともに尺度の妥当性、有用性を検
討した。
［方法］ 64名の成人ASDと年齢、性別を統制した70名の健康成人が参加
した．日本語訳を行ったGSQ日本語版と自閉症傾向尺度の一つで、ある自
閉症スペクトラム指数(Autism-SpectrumQuotient; AQ）を実施した。
GSQは下位項目に7つの感覚（視覚、聴覚、触覚、固有覚、味覚、嘆覚
、前庭覚）があり、それぞれにつき各6問（感覚過敏に関する質問3問、
感覚低下に関する質問3問）出題し出現頻度を5択で問うものである。得
点、が高いほど感覚異常の頻度が高いことを示す。また、 AQは得点が高い
ほど自閉症傾向が強いことを示す尺度である。
［結果IASD群では健康成人群と比較し、 GSQ、AQともに有意に高い
得点であった。 AQとGSQとの聞にはASD群、健康成人群、 ASD群と健
康成人群両群の合計それぞれにおいて正の相関を認め、 GSQの下位項目
である7つの感覚（視覚、聴覚、触覚、固有覚、味覚、喚覚、前庭覚）そ
れぞれにおいてもAQ得点、との聞に正の相闘を認めた。尺度の内的整合性
を示すCronbacha係数は0.920であった。
［結論I
ASDには健康成人に比べ感覚異常を認めており，また疾患の有無に関
わらずASDの傾向が強い程感覚異常を持つ傾向があることが示唆された
。
GSQ日本語版は良好な妥当性をもち、 ASDの診断や治療に活用できる
有用な尺度であることが示唆された。
